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像 デ ー タ を 収 集 し た 後，フ ィ ル タ 重 畳 逆 投 影 法
（Filtered Back Projection：FBP）や逐次近似再構成法
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2 ．研 究 方 法

































































での洗い出しを考慮して 3 ： 1 とした．
2 - 3 　投影画像データ収集方法と画像再構成方法
　ステップ回転収集法と連続回転収集法による投影画
像データ収集方法および画像再構成方法は，実際の頭
部 SPECT 検査を想定して検出器回転半径を250 ㎜に
て360度円軌道を想定として行った．そして，サンプリ
ング角度の影響確認は， 2 ， 4 ， 6 ， 8 ，10，15，30
度の 7 種を想定して検討した．ついで，画像再構成は，
FBP 法にて補正関数に Ramachandran filter を選択し
てスライス厚 6 ㎜の横断断層像を作成した．












なお，⑴ 式の NMSE 評価においては，基準画像と比
較画像が一致した場合には0.0となり異なると0.0以上
の値を示す．
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図 4　ステップ回転収集法（Step ＆ shoot）と連続回転収集法（Continuous）による脳ファントム脳基底核レベルの横断断層像
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図 5　ステップ回転収集法（Step ＆ shoot）と連続回転収集法
（Continuous）による脳ファントム脳基底核レベルの横断断層
像から評価したNMSE値
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体間距離 0 ～500 ㎜のものが含まれ総合空間分解能と
しては3.7 ㎜～24.7 ㎜のものが分布することになる．今
回，SPECT の投影画像データ収集画素サイズを 6 ㎜
として検討したが，これは検出器が360°回転するほぼ





















θ＝360 /（πL/ 2 d）　………… ⑵
として算出される7）．この関係式に，本検討で採用し
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